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2A3 浜松木 ト ニ ク スの技術経営 
浜松木トニクス 株式会社 

代表取締役 主馬輝夫 

浜松テレビ株式会社は 昭和 2 8 年に設立されました。 主に生産致しております 
のは光電変換素子と 一般的にいわれるもので、 具体的には光電子 増倍管 、 撮像管   
、 ンリコシの蛍光素子、 あ るいはガリウムヒ 素の受 光 素子、 また光源と致しまして 
重水素ランプ、 木ロカソードランプ、 その他の特殊光源、 あ るいはレーザー 半 
導体のライトエミッティンバダイオード、 レーザーダイオード 等を製作しており 

ます。 

大正 1 2 年に高柳健二郎先生が 浜松 工 高でテレビの 開発を始められて、 その 開 

発する技術の 一 っとして外部光電効果の 光電面、 すなわち光が 当たるとその 面 か 
ら 電子が飛び出てくるという 半導体の面をお 作りになりました。 その技術を双社 

長の堀内平八郎が 高柳先生と d 緒に研究されておりましたので、 その技術を継承 
して我々の会社が 出来たわけでございます。 従って、 会社設立のときに 社名を如 

何するかとれろ い ろ考えたわけですが、 結局のところ 浜松は高柳先生がテレビを 

始めたところだというのを 記念にして浜松テレビ 株式会社という 名前にしたわけ 

でご ぎ います。 

本日、 このシンポジウムにお 招き戴きまして 事例の報告をというご 命令を受け 

たわけでございますが、 戴きました講演の 容量と執筆要領を 拝見致しまして 多少 

の 混乱をしたわけでこざいます。 こういう企業の 出発するときに 先の分かったこ 

ととしてその 設計に基づいている い ろ 行 なったらうまくいつたとか、 或いはしく 
しったとかけうような 話をするべきたというふ う に読めたわけでございますけれ 

ども、 私共はそういうことはあ まり考えないでとにかく 面白いからやって み るか 

ということで 始めたのが現実でございまして、 やっている う ちに目の前にあ る間 

題を片付けるのにどうしよう、 あ あ しようということで、 毎日の商売が 少しずつ 

自動的に動くようになりますと 多少後ろを振り 返ったり前を 見たりする余裕が 出 

来たということもあ るわけでございます。 今でも基本的には、 かつてやった 間遠 

い とか、 或いは先に見えてくるであ ろう問題などを 見ながらその 場その場の対処 

さしておくという、 言ってみますと 誠にこういう 学会でご報告申し 上げる事例と 

しては異端な 話になってしまうなという 気がするわけでございます。 

も う 少し申し上げますと、 高柳先生がテレビを 始めるとお考えになったのが 大 

正 1 2 年でございまして、 大正 1 3 年に N H K が初めてラジオ 放送を始めたので 
ございます。 従いまして高柳先生が 蔵 前工業高校を 卒業して浜松の 新設の高等 工 

楽 にお勤めになるという 時は、 ラジオにまつわった 仕事は非常にたくさんあ った 

わけでございます。 先生のおっしゃるには、 蔵 前工業高校の 校長先生が常に 学生 

さん達におっしゃっていたのは、 「幸運の女神は 前髪しかない、 後ろ髪はない、 

従って前にまわって 掴まなければ 幸運は掴めない。 」という話をされておった と 
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いうことです。 高柳先生はラジオの 次に来るものはなんだということでテレビジョ 
シということが 自然発生的に 心の中にお持ちであ ったようであ りますが、 果たし 
てそれをやるべきかやるべきでないかということで 大変迷っておられました。 そ 
れがあ る日、 横浜のフランス 領事館に出掛けられまして、 そこでフランス 語を勉 
強されたようでございますけれども、 その帰り道にフランス 語の雑誌を売って い 
6 本屋に立ち寄って 雑誌を立ち読みしておったら、 その中にポンチ 画があ って将 
来のテレビというのはこんなものだろうということが 書いてあ り、 それを見て高 
柳 先生は決心されました。 それでテレビの 開発ということをおやりになったわけ 

ですが、 最近、 私共の知っている 限りにおいて 日本で新しい 仕事を何かやるとい 

3 場合には、 大抵欧米視察ということをやりまして 欧米をまわって 向こうでやっ 

ている実験その 他を見てきて、 あ るいは実際行なわれているのを 見てきてこれを 
日本へ持ってこようというのが 大部分のかたちであ ります。 現に 、 ス 聞きの話で 
あ りますが、 大字の先生が 文部省の科研費を 申請するときには 類似の文献、 外国 

文献などを 3 通付けて出すという 話があ るわけでございます。 外国に類似の 文献 

が 舞い、 或いは日本国内に 類似の文献が 無いとすれば、 高柳先生のテレビの 研究 

は当時そういう 文献などは殆どなかったのではなかろうか、 或いはあ ったとして 

も 夢物語として㈲ 話しかなかったのではないかという 気がするわけでございます。 
従 いまして、 先生の開発された 技術を受け継いだわけでございますので、 今に 

して思いますと 私共は知らず 知らずに訳の 分からないことをともかく 自分でやっ 

てみようという 遺伝子を頂戴したのではないかという 気が致します。 果たして 研 
究 ということがど   っい うことなのか、 そんなことで 物が出来るかというわけです 
が、 私が考えますに は 世の中の所謂科学とか、 学問の結果から 出てきたいろいろ 
な知識というのがたくさんあ るわけですが、 そういうものを 綴 っか組み合わせて 
事業を展開するのが 今迄㈹姿であ ったかと思 う わけです。 世の中の分かっている 
こと以外に解からないことがあ るであ ろう、 分からないというのは 何を意味する 
がというは多少の 難しさがあ るかもしれませんが、 ともかく我々が 現在知って い 
そ ，ことの他に 知らないことが 有って、 その知らないことを 如何やって知るかとい 
ぅ ことが技術開発、 これからの技術戦略、 あ るいは技術というものを 中心として   
技術という言葉の 意味がひとつ 問題ではございますが、 技術と開発を 如何するか 

ということがひとつの 大きな目標になるのでございます。 研究開発目標というの 

も、 既に分かっていること、 自分達は分からないが 分かつている 人がいるという 

ものを習うのが 研究というのか、 或いは誰も知らないのを 捕まえてくるのが 研究 

というのかというところに 遠いがあ るのではないかと 思 う のであ ります。 
従 いまして、 本日我々の会社が 行なってまいりますところは、 幸いなことに 殆 

ど 文献がなかった 、 或いは外国の 同業者があ ったわけですが、 その方達も如何し 
てこれを作っているかなどということは 殆ど発表がございませんでした。 また、 

たまにそういう 文献が出てまいりましてもだいたいあ まり本当のことが 書いてな 

い 、 嘘を書いたという 意味ではないのですが、 実際にそういうことを 数多く経験 
された方が書かれたものは 殆ど無かったということで、 全て自分達でこれを 行な 
わなければならなかったということが 背景としてございます。 私も早い頃 、 R C 
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A の特許をどうしても 使わなければならないということで R C A への特許契約に 
アメリカ ヘ 行きました時に、 非常に親切に 工場を見せてくれました。 ドクターが 
2 0 0 - 人から 3 0 0 人いるというアリシストンの 大きな研究所を 見せてもらって 、 

全員が全員 光 関連の研究をしているわけではなかったのですが、 有名な人達、 ス 

パ イ サ ー とかその他有名な 方達にお目にかかりました。 ランカスタ一の 工場へ行 
きまして非常にきれいな 工場でやってあ るのを見せられて、 これは勝てるわけが 
ないなという 気もしたわけでございます。 半面よく工場の 中を見てみますとその 
物を作っている 人達は大変気楽に 一つの機械をカチ ャカ チ ャとひ じればよい、 煙 
草を吸いながら 気楽にやっているところを 見 みまして、 その点私共の 方は、 ひと 
つひとつの光電面を 作るのにいろいろと 精根込めて覗いたり 見たり光を当てて 電 
流を計ってみたりとか、 光を切って暗闇にした 時の電流がどれくらい 流れるかと 
かいろいろなことをやって 、 色がど う のこ う のという議論もしながら 作っている、 
という差をみつけました。 日本の我々の 方では、 そういうことに 興味を持って 作っ 
ているとい つ 、 と き 見て 、 我々としては 競争するとすれば 作っている現場でよく 
考えよく測って 自分達で作り 方をみつけていくこと 以外に無いと 強く感じて帰っ 

て参りました。 

R 」 C A の方は R C A レビューという 雑誌がございますのでプリンストン 研究所 
でやれ も たことは多少の 時間の遅れはあ ったと思 う のですが発表がございました 
㈲で、 それを分からないながらみんなで 一生懸命に読みました。 あ とはお客さん 
の方へ何本が 製品を納めるわけであ りますけれども、 全部が手作りであ りますか 
ら 相当のばらつきがあ りました。 ばらつきがあ る中ではこうい う ものが良 いのだ 

と、 1 0 の 本 持って行くとその 中の 2 本 か 3 本はこういう 良いのがあ ります。 そ 
れをもっと持ってこいという 話がございましたが、 1 0 0 本に 2 本 か 3 本しか 出 

来ないわけですから、 それだけ持ってこいと 言われても並の 値段で買ってもらっ 
てはとてもこっちはやっていけない、 というのはお 客さんの方も 勿論 ご 承知でご   

ざいまして、 場合によると 5 倍 1 0 倍の値段でもいいよと、 はね出しだってよそ 
へ売れるだろうということで 3 0 倍にはなかなか 買って貰えなかったわけですが、 
その様なことが 出来たわけでございます。 そ う しますとそれをたくさん 作れば 儲 

るというわけで、 なんとかしてそれをもっと 出来るよ う にならないかといって エ 
場の床の上に 座りこんであ あ でもな い ここでもないと、 議論したのでございます。 
字間のあ るやっがたくさん い るわけではございませんので、 私なんかもそうで 高 
等 な書物は読むことだけに 精根を尽くしてしまうわけでございましたので、 せ い 
ぜい昔の中学校の 物理や化学の 教科書を引っ 張り出して読んだくらいのが 知識の 
ハックバラウンドで     実にその中に 改めて読んでみると 良いことが書いてあ った 
というのが当時の 実感であ ります。 
大変幸せなことに 幾つかのお客さんからの 難題をこなしていくことが 出来たと 
いうことで、 私共はこれを 毎日毎日物を 作っている、 生産していること 自身がそ 
㈲まま毎日毎日実験をやⅠているというふうに 考えてやろう。 その場合に一つ 重 
要 なことは実験として 行ないますといろいろ 条件を変えるわけですが、 あ とです 
ぐにだめになってしまわないか、 ライフ・が短くないかとか、 リライアビリティの 
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問題はどうかということで 最初は多少というか 大分お客さんに 迷惑をかけたこと 

もあ ったわけでございます。 そういうことを 操り返していくに 従って、 こうい う 

ことをやるとだめだ、 こうい う ことはだけだ ぃ 間違いないということと、 で き あ 

がったものを 強制的に力Ⅱ 速 試験をするということもいろいろ 経験を積み重ねまし 

た 。 そういうことが 問題になることは 殆ど無くなったような 形の中で、 毎日毎日 
の 生産の Fp . からよく測ってみるといろいろなものが 出てきます。 またそれは何故 
だという議論を 重ねることによって 製品の改良をする。 当然、 既に世の中にあ り 

ますいろいろな 既存の知識を 使った測定法とか 道具というのはこれは 身につけま 

して、 それは要するに 舞台であ る、 舞台の支え、 或いは踊る舞台であ ります。 そ 

の上に立って 自分達の演技なり 精 - 杯手を伸ばして 高いところに 手が届くという 

ことが我々の 仕事なのだという 概念で従業員一同そういう 努力をしてま い りまし 
て 本日までの格好になってきたわけでございます。 
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